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番
章測定項目 規格値 測定基準

３

土

木

工

事

共

通

編

２

一

般

施

工

３

共

通

的

工

種

13 1 ポストテンション桁製

作工

 幅（上）ｗ1

横方向最大タワミ

１

共

通

編

3

無

筋
、

鉄

筋

コ

ン

ク

リ
ー

ト

７

鉄

筋

工

4

令和7年版

単位：㎜

令和8年版

単位：㎜

摘要 摘要編 編 工種工種 測定箇所測定箇所 節 条
枝

番
測定項目 規格値 測定基準章

 平均間隔ｄ

 かぶりｔ

±φ

設計かぶり±φかつ

最小かぶり以上

 平均間隔ｄ ±φ1-3-7-4組み立て

 

Ｄ：ｎ本間の延⾧

ｎ：10本程度とする

φ：鉄筋径

工事の規模に応じて、１リフト、

１ロット当たりに対して各面で

一ヶ所以上測定する。最小かぶり

は、コンクリート標準示方書（設

計編：標準 7編2章 2.1）参照。た

だし、道路橋示方書の適用を受け

る橋については、道路橋示方書

(Ⅲコンクリート橋・コンクリー

ト部材編 5.2)による。

注1）重要構造物 かつ主鉄筋につ

いて適用する。

注2）橋梁コンクリート床版桁

（ＰＣ橋含む）の鉄筋について

は、第3編3-2-18-2 床版工を適用

する。

注3）新設のコンクリート構造物

（橋梁上・下部工および重要構造

物である内空断面積25m2以上の

ボックスカルバート（工場製作の

プレキャスト製品は全ての工種に

おいて対象外））の鉄筋の配筋状

況及びかぶりについては、「非破

壊試験によるコンクリート構造物

中の配筋状態及びかぶり測定要

領」も併せて適用する。

１

共

通

編

3

無

筋
、

鉄

筋

コ

ン

ク

リ
ー

ト

７

鉄

筋

工

4

－5～＋10

0.8ℓ

桁全数について測定。

横方向タワミの測定は、プレスト

レッシング後に測定。

桁断面寸法測定箇所は、両端部、

中央部の３ヶ所とする。

なお、JISマーク表示品を使用す

る場合は、製造工場の発行する

JISに基づく試験成績表に替える

ことができる。

ℓ：支間⾧（ｍ）

ℓ＜15：±10

ℓ≧15：±（ℓ－5）

　　  かつ－30mm以内

誤植

 

Ｄ：ｎ本間の延⾧

ｎ：10本程度とする

φ：鉄筋径

工事の規模に応じて、１リフト、

１ロット当たりに対して各面で

一ヶ所以上測定する。最小かぶり

は、コンクリート標準示方書（設

計編：標準 7編2章 2.1）参照。た

だし、道路橋示方書の適用を受け

る橋については、道路橋示方書

(Ⅲコンクリート橋・コンクリー

ト部材編 5.2)による。

注1）重要構造物 かつ主鉄筋につ

いて適用する。

注2）橋梁コンクリート床版桁

（ＰＣ橋含む）の鉄筋について

は、第3編3-2-18-2 床版工を適用

する。

注3）新設のコンクリート構造物

（橋梁上・下部工および重要構造

物である内空断面積25m2以上の

ボックスカルバート（工場製作の

プレキャスト製品は全ての工種に

おいて対象外））の鉄筋の配筋状

況及びかぶりについては、「非破

壊試験によるコンクリート構造物

中の配筋状態及びかぶり測定要

領」も併せて適用する。

 かぶりｔ
設計かぶり±φかつ

最小かぶり以上

組み立て

桁全数について測定。

横方向タワミの測定は、プレスト

レッシング後に測定。

桁断面寸法測定箇所は、両端部、

中央部の３ヶ所とする。

なお、JISマーク表示品を使用す

る場合は、製造工場の発行する

JISに基づく試験成績表に替える

ことができる。

ℓ：支間⾧（ｍ）

ポストテンション桁製

作工

 幅（上）ｗ1

横方向最大タワミ

3-2-3-13

注）新設のコンク

リート構造物（橋

梁 上・下部工お

よび重要構造物で

ある内空断面積25

㎡以上のボックス

カルバート

（工場製作のプレ

キャスト製品は全

ての工種において

対象外））の鉄筋

の配筋状況及びか

ぶりについては、

「非破壊試験によ

るコンクリート構

造物中の配筋状態

及びかぶり測定要

領」も併せて適用

する

３

土

木

工

事

共

通

編

２

一

般

施

工

３

共

通

的

工

種

13

 幅（下）ｗ2

 高さｈ

 桁⾧ℓ

 支間⾧

±5

－5～＋10

－5～＋10

0.8ℓ

1-3-7-4

ℓ＜15：±10

ℓ≧15：±（ℓ－5）

　　  かつ－30mm以内

３

土

木

工

事

共

通

編

２

一

般

施

工

３

共

通

的

工

種

13 2 ３

土

木

工

事

共

通

編

２

一

般

施

工

３

共

通

的

工

種

14 1 3-2-3-13 誤植3-2-3-13

3-2-3-13

注）新設のコンク

リート構造物（橋

梁 上・下部工お

よび重要構造物で

ある内空断面積25

㎡以上のボックス

カルバート

（工場製作のプレ

キャスト製品は全

ての工種において

対象外））の鉄筋

の配筋状況及びか

ぶりについては、

「非破壊試験によ

るコンクリート構

造物中の配筋状態

及びかぶり測定要

領」も併せて適用

する

誤植

 幅（下）ｗ2

 高さｈ

 桁⾧ℓ

 支間⾧

±5

－5～＋10

プレキャストセグメン

ト桁製作工（購入工）

プレキャストセグメン

ト桁製作工（購入工）

 桁⾧ℓ

断面の外形寸法（mm）

―

―

桁全数について測定。桁断面寸法

測定箇所は、図面の寸法表示箇所

で測定。

桁全数について測定。桁断面寸法

測定箇所は、図面の寸法表示箇所

で測定。

 桁⾧ℓ

断面の外形寸法（mm）

―

―

コンクリート表面



鉄 筋 間 隔 鉄 筋 間 隔

上記、鉄筋の有

効高さがマイナ

スの場合

上記、鉄筋の有

効高さがマイナ

スの場合

3-2-3-14桁全数について測定。

横方向タワミの測定は、プレスト

レッシング後に測定。

桁断面寸法測定箇所は、両端部、

中央部の３ヶ所とする

ℓ：支間⾧（ｍ）

桁全数について測定。

横方向タワミの測定は、プレスト

レッシング後に測定。

桁断面寸法測定箇所は、両端部、

中央部の３ヶ所とする

ℓ：支間⾧（ｍ）

3-2-3-14 桁⾧ℓ

 支間⾧

横方向最大タワミ 0.8ℓ

ℓ＜15：±10

ℓ≧15：±（ℓ－5）

　　  かつ－30mm以内

 桁⾧ℓ

 支間⾧

横方向最大タワミ

３

土

木

工

事

共

通

編

２

一

般

施

工

３

共

通

的

工

種

14 2 ℓ＜15：±10

ℓ≧15：±（ℓ－5）

　　  かつ－30mm以内

0.8ℓ

３

土

木

工

事

共

通

編

２

一

般

施

工

４

基

礎

工

4 1

プレキャストセグメン

ト主桁組立工

プレキャストセグメン

ト主桁組立工

３

土

木

工

事

共

通

編

２

一

般

施

工

３

共

通

的

工

種

14

±50

設計値以上

Ｄ／4以内かつ100以内

1／100以内

既製杭工

（既製コンクリート

杭）

（鋼管杭）

（Ｈ鋼杭）

 基 準 高▽

根入⾧

 偏心量ｄ

傾斜

既製杭工

（既製コンクリート

杭）

（鋼管杭）

（Ｈ鋼杭）

 基 準 高▽

根入⾧

 偏心量ｄ

傾斜

３

土

木

工

事

共

通

編

全数について杭中心で測定。 3-2-4-4 ２

一

般

施

工

全数について杭中心で測定。

傾斜は、縦断方向（道路線形方

向、橋軸方向等）とそれに直交す

る横断方向の２方向で測定。

3-2-4-4 表記統一のため修

正

３

土

木

工

事

共

通

編

２

一

般

施

工

４

基

礎

工

5 場所打杭工  基 準 高▽ ±50

根入⾧

 偏心量ｄ

傾斜

 杭径Ｄ

±50

設計値以上

Ｄ／4以内かつ100以内

1／100以内

４

基

礎

工

4 1

表記統一のため修

正

±50

設計値以上

100以内

1／100以内

設計径（公称径）

－30以上

４

基

礎

工

5 場所打杭工  基 準 高▽

根入⾧

 偏心量ｄ

傾斜

 杭径Ｄ

３

土

木

工

事

共

通

編

２

一

般

施

工

４

基

礎

工

6

全数について杭中心で測定。

傾斜は、縦断方向（道路線形方

向、橋軸方向等）とそれに直交す

る横断方向の２方向で測定。

3-2-4-5全数について杭中心で測定。 3-2-4-5 ３

土

木

工

事

共

通

編

２

一

般

施

工

設計値以上

100以内

1／100以内

設計径（公称径）

－30以上

3-2-4-6 深礎工±50

設計値以上

150以内

1／50以内

設計径（公称径）

以上※

深礎工  基 準 高▽

根入⾧

 偏心量ｄ

傾斜

 基礎径Ｄ

３

土

木

工

事

共

通

編

２

一

般

施

工

４

基

礎

工

6

 幅ｗ

 厚さｔ

鉄筋のかぶり

鉄筋の有効高さ

±10

全数について杭中心で測定。

傾斜は、縦断方向（道路線形方

向、橋軸方向等）とそれに直交す

る横断方向の２方向で測定。

※ライナープレートの場合はその

内径、補強リングを必要とする場

合は補強リングの内径とし、モル

タルライニングの場合はモルタル

等の土留め構造の内径にて測定。

3-2-4-6 表記統一のため修

正

 基準高▽

±50

設計値以上

150以内

1／50以内

設計径（公称径）

以上※

 基 準 高▽

根入⾧

 偏心量ｄ

傾斜

 基礎径Ｄ

全数について杭中心で測定。

※ライナープレートの場合はその

内径、補強リングを必要とする場

合は補強リングの内径とし、モル

タルライニングの場合はモルタル

等の土留め構造の内径にて測定。

床版工基準高は、１径間当たり２ヶ所

（支点付近）で、１ヶ所当たり両

端と中央部の３点、幅は１径間当

たり３ヶ所、厚さは型枠設置時に

おおむね10ｍ2に１ヶ所測定。

（床版の厚さは、型枠検査をもっ

て代える。）

１径間当たり３断面（両端及び中

央） 測定。１断面の測定箇所は

断面変化毎１ヶ所とする。

１径間当たり３ヶ所（両端及び中

央） 測定。

１ヶ所の測定は、橋軸方向の鉄筋

は全数、橋軸直角方向の鉄筋は加

工形状毎に２ｍの範囲を測定。
±10

±20

0～＋30

－10～＋20

設計値以上

±10

±20

±20

0～＋30

－10～＋20

設計値以上

±10

±20

 基準高▽

 幅ｗ

 厚さｔ

3-2-18-2基準高は、１径間当たり２ヶ所

（支点付近）で、１ヶ所当たり両

端と中央部の３点、幅は１径間当

たり３ヶ所、厚さは型枠設置時に

おおむね10ｍ2に１ヶ所測定。

（床版の厚さは、型枠検査をもっ

て代える。）

１径間当たり３断面（両端及び中

央） 測定。１断面の測定箇所は

断面変化毎１ヶ所とする。

１径間当たり３ヶ所（両端及び中

央） 測定。

１ヶ所の測定は、橋軸方向の鉄筋

は全数、橋軸直角方向の鉄筋は加

工形状毎に２ｍの範囲を測定。

３

土

木

工

事

共

通

編

２

一

般

施

工

18

床

版

工

2 床版工 ３

土

木

工

事

共

通

編

２

一

般

施

工

3-2-18-2 18

床

版

工

鉄筋のかぶり

鉄筋の有効高さ

2

ｄ＝ 𝑥2+𝑦2 ｄ＝ 𝑥2+𝑦2

ｄ＝ 𝑥2+𝑦2 ｄ＝ 𝑥2+𝑦2

ｄ＝ 𝑥2+𝑦2 ｄ＝ 𝑥2+𝑦2


